
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 12 回 理事会  

日 時 平成 29 年 3 月 7 日 19：30～21：40 

場 所 道ノ尾病院 さくら棟会議室 

出席者 

理事：塩塚 順、大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、小無田彰仁、賀村 肇、山下潤一郎 

志岐浩二、大石勝規、重松康志、永木照彦、小柳傑、浦川純二 

監事：柿田謙三 

事務局：坂井孝行、笹原順哉、仲宗根歩 

学会関係：田中 健、脇屋光宏 

書記：大月雅之 狩浦圭介 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）平成 29年度事業計画（案）の承認を願う件について 

2 月の拡大理事会において理事、担当部長、委員長、地区代表より事業内容の説明後、軽微な追加や
変更があり再度事業計画案変更を行った。本理事会では第 1 回学術研修会の講師が変更となる。専門分
野研修会という名称が主に学術ポイントに関して、混乱を招いている状況があるため名称の変更を要請
する。資料から障害者スポーツが抜けているため確認する。今回理事会にて承認した「平成 29 年度事
業計画」は、直ちに公益インフォメーションの入力作業を進めるとともに、平成 29 年「定時総会」の
報告資料として綴るものとする。また、今回理事会後に各事業に影響しない微細な文言等の変更を必要
とした場合に、変更を三役に委ねることとする。審議の結果、提案通り可決された。 

２）平成 29年度予算（案）の承認を願う件について 
2 月の拡大理事会後、修正・追加を施した平成 29 年度予算案の承認を願いたいと。また、県の医療政

策課から平成 27 年度事業計画の修正依頼が来ており、事務局にて対応している。平成 28 年度分の予算
から公益法人用書式での提出を求められており、県士会で対応できない場合は会計事務所に相談し、3 月
末日までに提出する。承認後は直ちに公認会計士や税理士の確認を経て「公益インフォメーション」へ
の入力と提出作業にかかる。前回理事会から JPTA 補助金等が変わっている。また、三士会合同訪問リ
ハビリテーション研修会が事業効率化のため 100,000 円減となっている。予算案のうち、5 割以上は公
益目的事業比率となっているので問題はない。審議の結果、提案通り可決された。 

３）定時総会開催（招集決議）について 
総会の日程は 6 月 11 日の 10:00～12:00、アマランスにて。例年同日開催する新人オリエンテーショ

ンは 4 月 23 日に行う。総会の資料の準備など公益法人の規定に総会の 1 週間前とある。準備のスケジ
ュールについて、5 月 12 日までに資料、委任状共に完成。5 月 15 日までに印刷を開始し、5 月 26 日時
点で会員の手元に届く手筈になっている。委任状の締め切りは 6 月 2 日だが、総会当日まで受け付ける
こととする。審議の結果、提案通り可決された。 

４）総務部インターネット契約及び新規契約について 
総務部インターネット契約変更に関して、解約と新規契約の見積もりが来た。一度解約が必要で新規

契約手数料が必要。2 回線分の解約料金は 10,260 円、１回線の新規契約料は 3,000 円、月々使用料は
2,460 円。３年ごとに契約自動更新となる。端末料金は実質 0 円。審議の結果、提案通り可決された。 

５）会員未納者へ対する電話連絡方法について 
会員増加に伴い会費未納者への電話連絡の負担が増し、財務部だけでは対処できなくなっている。地

区担当理事から未納者所属施設長宛てに連絡を入れることが有効。審議の結果、提案通り可決された。 
６）管理者研修会における士会長推薦申請書について 

管理者研修会(初級)を受講するにあたり、士会長推薦書を発行するプロセスにおいて、管理者証明申
請書の別紙として士会長推薦申請書を使用する。長崎県での会員歴 10 年以上という要件があるが、他県
で経験を積み長崎へ移った場合は経歴を書いてもらうことで要件を満たす。今後受講の際は管理者証明
申請書と士会長推薦書をセットで提出。審議の結果、提案通り可決された。 

７）新入会員承認の件について 
入会 0 名 退会 3 名。審議の結果、提案通り可決された。 

８）推進リーダー（地域包括ケア/介護予防）の会員の申請状況について 
地域包括ケアと介護予防の推進リーダー制度について士会指定の事業参加の申請 3 名。審議の結果、

提案通り可決された。 
（２）報告事項 
１）第 28回長崎県理学療法学術大会報告について 

2 月 18 日、19 日、平成 28 年度長崎県理学療法学術大会が開催された。参加者は合計 388 人、収支は
まだ見込みだが、支出が 1,418,991 円。収入は 667,500 円となった。当初 170 万円の予算を頂いたが、
140 万円程度に抑えることができた。広報について、島原の方で TV、新聞、ラジオ等で取り上げて頂い
た。今後フェイスブックなどの利用も検討。広報用のリーフレットが会員の手元に届く時期が遅かっ
た。2 会場に分けたことで混乱した場面があった。学術部の業務が煩雑なため、データ編集やメール送



信などでミスが目立った。学会当日の採点、表彰が難しい。通訳のウ先生への報償費について今後規定
をつくるなど要検討。 

 ２）平成 28年度 高校野球障害予防セミナーについて 
1 回目は体力測定、2 回目は問題点等々をふまえた講義とした。参加者は 32 名。来年度からは 1 校だ

けではなくもう少し参加校を増やして開催したい。 
 ３）長崎県高校サッカー新人戦大会メディカルサポート活動について 

議案書・資料に目を通す形での報告となった。 
４）会員の『不祥事案』の報告について 

議案書・資料に目を通す形での報告となった。 
５）西本理事の退任に伴う引継ぎについて 

西本理事の職務引継ぎについて三役で整理。県士会内部の職務に関して、庶務部は小無田事務局長が
調整。西彼西海地区の代表は小泉理事に変更という形で案を出している。JTPA 代議員は退任後補欠が繰
り上げ。県士会の外部の職務に関して、長崎県補装具適正化部会、長崎県障害者施策委員会は、平成 29
年度代理出席で対応。長崎市介護認定審査員は、5 月から臨時の代理委員にて補填する。臨時の代理委
員は諌早市の認定審査員の経験者である白石一美先生（長崎リハビリテーション病院）が推薦された。 

１０）その他の報告事項について 
・平成 29 年度九州ブロック学術教育担当者連絡協議会は長崎が担当となる。粗々の日程と内容を 3 月
25日に提出。 

・自民党大会で理学療法士協会が表彰された。 
・2 月 18 日の拡大理事会で報告した『ねんりんピック 2016 長崎 サポート報告』の内容について、決
算額の変更と各会場の活動概要を追加報告。 

・都道府県コーディネーターについて千葉でのコーディネーター研修 1 回目が終了。2 回目の終了後、5
月の理事会で参加者による報告を予定。 

 


